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北朝鮮の概要
• 正式名称 朝鮮民主主義人民共和国 (Democratic People’s Republic of Korea)

• 面積 12万3138㎢（2013年）

• 人口 2544.8万人（2019年）

• 首都 ピョンヤン（平壌）

• 言語 朝鮮語

• 政体 社会主義共和制(一党独裁)

• 元首 金正恩（キム・ジョンウン）国務委員会委員長

• 朝鮮労働党総書記 金正恩（キム・ジョンウン）

• 通貨 ウォン （1米ドル＝7000ウォン，2021年4月14日、駐朝ロシア大使館発表）

• 会計年度 1月～12月



北朝鮮の社会状況

• 北朝鮮社会について、多くの人は北朝鮮の人々が貧しいというイメージを持っ
ている。2019年の北朝鮮の1人当たりGDPは、1,317米ドルである。これはネ
パールとほぼ同じ水準である。しかし、北朝鮮社会はネパールとは様相がかなり
異なっている。

• 北朝鮮では、一人当たりGDPが低い発展途上国のイメージでは想定しにくい
社会指標の測定値を出すことがある。

• 北朝鮮は人口1000人あたりの医者の数では、2017年の時点で3.7人であり、日本や韓
国の2.5人をはるかに凌駕して、世界でも上位に位置する。

• 教育費も無料であり、識字率100％の達成は韓国よりも早かった。



北朝鮮の工業能力
• 北朝鮮の1人当たりGDPは低開発国水準であるが、農林水産業が労働人口

の過半数を占める多くの低開発国とは産業構造が根本的に異なっている。

• 2018年の北朝鮮の労働人口における製造業就業者の割合は28％である 。
これは2018年の日本の労働人口における製造業就業者の割合である
15.9%を大きく上回っている。これは人口比における工業への投資が日本を
上回っている可能性を示している。

• 2019年には冶金、石炭、電力、鉱山、機械、建材、化学、軽工業の分野だ
けで、GDPで最大の割合を占める38.6%になったことが報告されている。北朝
鮮の最大の生産分野は工業であることが分かる。

• もともと1960年代には、すでに労働人口の過半数が工業分野で従事してい
ることが報告されていた。貧しいけれども、工業生産と工業技術が著しく発展し
ている経済である。これは、貧しくても、アメリカと対抗できるほど軍需工業が発
展していたソ連とよく似ている。北朝鮮は小さなソ連といえる。



北朝鮮の穀物生産力

• 北朝鮮は、穀物生産力が低いというイメージが流布している。たしかに自然状態は寒冷地であるの
で、気候も厳しく土壌も貧しい。ゆえに、北朝鮮ではそれを克服するために様々な努力が払われて
きた。それは、単収向上と耕地面積拡大を基本方針としている。肥料の大量投入による土壌改革、
寒冷地でも生産高を上げるための品種改良、干拓工事による耕地面積の増大などである。

• 北朝鮮が国連に提出した報告書によると、2020年の穀物生産量は552万トンであった。これは韓
国を上回っている。食糧農業機関（FAO）は北朝鮮の報告書とは別途に北朝鮮の穀物生産量
を推定している。FAOは北朝鮮の報告書よりも少ない推定値を出しているが、そのFAOの2021年
の推定値を見ても、北朝鮮の国民1人当たり穀物生産量は、日本や韓国、台湾のそれをはるかに
凌駕している。台湾の2倍以上である。

表 1人当たり穀物生産量 (FAO: https://www.fao.org/faostat)

地域 2021年穀物生産量（t）
2021年人口[都市住民＋農村住民]
（千人）

一人当たり穀物生産量
（kg）

北朝鮮 4,481,693.78 25,950.76 172.70 
韓国 5,431,955.51 51,666.65 105.13 
日本 11,898,830.87 126,109.47 94.35 
台湾 1,780,039.23 23,872.68 74.56 



なぜ今、北朝鮮のグローバル展開が問われるのか？

• 世界の国々の多くは非民主主義体制（権威主義体制・全体主義体制）であ
る。特にアジア・アフリカは多い。北朝鮮はそれらの国々と関係が深い。北朝鮮は
現在、国連加盟国の159ヵ国と国交がある。

• 北朝鮮と関係が深い国々の大半は、経済水準が高くない国々である。だから北
朝鮮は非民主主義体制の国々と経済的な関係が深いわけではない。北朝鮮
は国防・安全保障の分野で非民主主義体制の国々と関係が深いわけである。

• 経済によって国家間の信頼関係が構築できるわけではない。湾岸戦争で130
億ドルも拠出したが、クウェートから感謝もされなかった日本の「小切手外交」の
経験はその事例の一つである。



「我が国の友好国に対する軍事的支援を全面公開」
『朝鮮新報』2000年4月3日2面

• 去る1945年8月から1994年7月まで、我が国が4カ国の革命戦争を助け、53カ国の民族軍隊建設
のために軍事的支援を与えた事実が明らかになった。最近、我が国で人民武力省革命史跡館
に国際主義館を開設し、このような事実を全面的に公開した。

• 我が国がこれまで様々な国の革命戦争を助け、民族軍隊建設に役立ったという事実は、しば
らく噂だけで伝えられていたが、それが事実として確認され、資料が全面的に公開されたの
は初めてである。

• 資料によると、朝鮮は日中戦争が終わった後、中国で新しい政府を創建するための解放闘争
を展開した45年8月から50年4月まで、なんと10万丁の武器と100万足の靴、3,000疋の布、数
千トンの爆薬を支援した。朝鮮はまた、中国東北地方を含む多くの場所で行われた戦争に参
戦し、中国解放に大きく貢献した。また、朝鮮はベトナム戦争が起こった1964年から1969年
までベトナムに武器10万丁、軍服100万疋を支援し、飛行部隊と空兵部隊を現地に派遣するこ
とで、ハノイ領空権を制圧しながら、戦争を勝利に導いた。

• 一方、朝鮮は1973年に行われた中東戦争の期間にもイスラエル侵略軍に反対するシリアとエ
ジプト人民の闘争も誠意をこめて支援した。





北朝鮮に対する国連安保理制裁の報告国

グループ名 アフリカグ
ループ
（African 

Group）

アジア太平洋
グループ
（Asia-
Pacific 

Group）

東ヨーロッパ
グループ
（Eastern 
European 

Group）

ラテンアメリ
カ・カリブ海
グループ
（Latin 
American 

and 

Caribbean 

Group）

西ヨーロッ
パ・その他グ
ループ
（Western 
European 

and Others 

Group）

無所属

グループ国数 54ヶ国 53ヶ国 23ヶ国 33ヶ国 28ヶ国 2ヶ国

報告書提出国 23ヶ国 37ヶ国 23ヶ国 16ヶ国 28ヶ国 1ヶ国

提出率 42.6% 69.8% 100％ 48.5% 100％ 50％



マハティール首相が北朝鮮の画家に描か
せたパノラマ画がある水田博物館





アンコールワット・
パノラマ博物館

• 北朝鮮がカンボジアのシエムリアップに建設して、
経営していた博物館。現在は閉鎖中。





正門 大通りに立てられた看板

エチオピアのHomicho Ammunitions Engineering Industry
(1980年代に北朝鮮が建設した武器工場)





ナミビアの軍事基地で働く北朝鮮労働者



2015年9月
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